
2019 年 12 月４ 日  

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

第 198 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 

 

【不適合関係】 

・ 11 月 22 日 １～５号機および荒浜側焼却建屋（管理区域および非管理区域） 

避難経路扉の開閉に関する不適合について（公表区分：Ⅲ）     〔P.２〕 

 

【発電所に係る情報】 

・ 11 月 28 日 １～５号機および荒浜側焼却建屋（管理区域および非管理区域） 

避難経路扉の開閉に関する不適合の対応状況について           〔P.４〕 

・ 11 月 28 日 大湊側補助ボイラー建屋 2階電源室電源盤における火災の 

原因と対策について                                         〔P.５〕 

・ 11 月 28 日 柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の取り組み状況について 〔P.８〕 

 

【その他】 

・ 11 月 21 日 社内組織の改編について                                    〔P.13〕 

・ 11 月 27 日 新潟市内における「東京電力コミュニケーションブース」の 

開設について                                               〔P.15〕 

・ 12 月 ４日  コミュニケーション活動の取り組みについて（11 月活動報告）  〔P.16〕 

 

【福島の進捗状況に関する主な情報】 

・ 11 月 28 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ 

進捗状況(概要版)                 〔別紙〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他  上記以外の不適合事象 
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2019 年 11 月 22 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

 
 

号機 1～5 号機および荒浜側焼却建屋（管理区域および非管理区域） 

件名 避難経路扉の開閉に関する不適合について 

不適合の 

概要 

 

 

当所は 2011 年 3 月 11 日に発生した福島第一原子力発電所事故を受けた緊

急安全対策における浸水防止対策として、原子炉建屋や熱交換器建屋等の外

部に面した扉の隙間に対して、コーキング＊処置を実施しました。 

その後の調査において、2 号機および 4 号機の計 9 箇所の扉は避難経路上

の扉であり、現状においてもコーキング処置が施されたまま開放できない状

態であることが確認されました。 

また、現在、建屋内部の避難経路上の扉に類似事象がないか調査しており、

現時点において、1 号機や荒浜側焼却建屋等で気密処理を目的にコーキング処

置等を行っているものを計 5 箇所確認しております。 

 

本件については、建築基準法および消防法に抵触するものと考えており、

本日、関係行政機関へ報告いたしました。 

 

 
＊ コーキング 

建築物において、気密性や防水性向上を目的として、隙間を目地材などで充填すること。 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 

外部扉については、速やかにコーキング処置を除去し、避難経路を確保し

ました。 

内部扉については、類似箇所について詳細調査を継続し、適宜避難経路の

見直しなどを行ってまいります。 
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＜参考資料＞ 
 
 

扉と枠の隙間をコーキング処理 

扉と枠の隙間を 

コーキング処理 

外部扉コーキング処理状況 
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No. お知らせ日 号　機 件　名

プレス公表（運転保守状況）

内　容

②
2019年

11月22日 －

1～5号機および荒浜側焼却建屋（管理
区域および非管理区域）避難経路扉の
開閉に関する不適合について（区分
Ⅲ）

【事象の発生】
　当所は2011年3月11日に発生した福島第一原子力発電所事故を受けた緊急安全対策における
　浸水防止対策として、原子炉建屋や熱交換器建屋等の外部に面した扉の隙間に対して、コー
　キング※処置を実施しました。
　その後の調査において、2号機および4号機の計9箇所の扉は避難経路上の扉であり、現状に
　おいてもコーキング処置が施されたまま開放できない状態であることが確認されました。

　また、現在、建屋内部の避難経路上の扉に類似事象がないか調査しており、現時点において、
　1号機や荒浜側焼却建屋等で気密処理を目的にコーキング処置等を行っているものを計5箇所
　確認しております。

　本件については、建築基準法および消防法に抵触するものと考えており、本日、関係行政機
　関へ報告いたしました。

　※コーキング
　　建築物において、気密性や防水性向上を目的として、隙間を目地材などで充填すること。

　外部扉については、速やかにコーキング処置を除去し、避難経路を確保しました。
　内部扉については、類似箇所について詳細調査を継続し、適宜避難経路の見直しなどを行って
　まいります。
                                                     　（2019年11月22日お知らせ済み）

【対応状況】
　類似箇所の詳細調査を行っており、現時点では、新たに2箇所の内部扉に開放できない状態が
　確認されております。引き続き、詳細調査を進め、適宜避難経路の見直しなどを行ってまいり
　ます。

2019年11月28日
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No. お知らせ日 号　機 件　名

プレス公表（運転保守状況）

内　容

①

2019年
10月18日
10月24日
11月14日

－ 大湊側補助ボイラー建屋2階電源室電源
盤における火災について（区分Ⅰ）

【事象の発生】
　2019年10月18日午後3時51分頃、大湊側補助ボイラー建屋2階電源室にて電源盤の受電操作を
　行っていた協力企業作業員が、電源盤からの発煙を確認したことから、速やかに当直長へ連絡
　を行い、当直長が火災と判断し、午後4時1分に119番通報を実施しました。

　その後、発火を確認したことから、午後4時7分に協力企業作業員が消火器による消火活動を行
　い、火が消えたことを確認しました。午後4時40分には、公設消防に鎮火を確認いただいてお
　ります。

　火災が確認された電源盤の扉を開放し確認した結果、内部の部品（切替器操作用コイル）が焼
　損していました。

　なお、本事象における外部への放射能の影響および、けが人の発生はありません。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2019年11月14日までにお知らせ済み）

【メーカ工場での調査結果】
　焼損が確認された切替器操作用コイルを電源切替器ごと取外し、メーカ工場にて詳細調査を
　行った結果、以下の事象を確認しております。

　・手動によって電源切替器の切替動作確認をした際、スムーズに動作しなくなっていた。
　・機械部品の摺動部※が摩耗しており、潤滑剤が劣化・消失していた。

　※電源切替器内の機械部品において、部品同士を滑らせて動かす部分

【原因】
　機械部品摺動部の潤滑剤が、経年によって劣化・消失したことにより、摺動部接触面の摩擦
　力が増大。それによって、切替動作時、操作用コイルの力では電源切替器が動作しきれず、
　操作用コイルへの通電状態が所定の時間以上継続したことで、焼損に至ったものと推定しま
　した。

【対策】
　当該の電源切替器については、現在製造中止となっていることから、電源盤の改造を行い、
　現行機種への入れ替えを実施いたします。
　また、大湊側補助ボイラー建屋に設置されている当該の電源切替器と同型の機種1台について
　も、同様に入れ替えを実施いたします。
　なお、補助ボイラー建屋において、当該の電源切替器の後継機種が計4台設置されております
　が、これらの電源切替器の動作に問題が無いことを確認しております。

2019年11月28日
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社内組織の改編について 

 

2019 年 11 月 21 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

 

 

当社は、本年 12 月 1 日に、以下のとおり、組織改編を実施いたします。 

 

 

○ 原子力・立地本部への「廃止措置準備室」の設置 

福島第二原子力発電所の廃止決定を受けて、長期に亘る廃炉の安全かつ着実な遂行に

向けた体制を整備するため、原子力・立地本部内に廃止措置準備室を設置する。 

本組織は、福島第二原子力発電所内に新たに設置する組織とともに、同発電所の廃止

措置計画作成等の諸準備を実施していく。 

 

 

以 上 

 

 

＜別紙＞ 組織改編の概要 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 渉外・広報部 広報総括グループ 

 025-283-7461（代表） 
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組織改編前 組織改編後

原子力・立地本部

原子力安全・統括部
立地地域部
原子力運営管理部
原子力設備管理部
原子燃料サイクル部
原子力人財育成センター
原子力資材調達センター
福島第二原子力発電所
柏崎刈羽原子力発電所

青森事業本部
東通原子力建設所

原子力安全・統括部
立地地域部
原子力運営管理部
原子力設備管理部

原子力人財育成センター
原子力資材調達センター
福島第二原子力発電所
・廃止措置準備G

柏崎刈羽原子力発電所

青森事業本部
東通原子力建設所

原子力・立地本部

廃止措置準備室

組織改編の概要 別紙

原子燃料サイクル部
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（お知らせ） 
 

新潟市内における「東京電力コミュニケーションブース」の開設について 

 

2019 年 11 月 27 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 

 

「東京電力コミュニケーションブース」を、12 月 6 日(金)～12 月 8 日(日)にわたって、 

イオンモール新潟南 3 階 デザート王国前に開設いたしますのでお知らせいたします。 

 

以 上 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 渉外・広報部 広報総括グループ  025-283-7461（代表） 
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コミュニケーション活動の報告と改善事項について
（11月活動報告）

2019年12月4日

東京電力ホールディングス株式会社

新潟本社
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■改善事項

改善事項

■スマートフォン向けアプリ「TEPCO速報」を新潟県域のみなさまに広くご案内する。
【TEPCO速報】
地震情報や雨量・雨雲情報などをお知らせするアプリ。
2017年1月よりサービス提供を開始。2019年3月より、災害時の避難施設を検索できる機能を追加。
※新潟県は、停電情報については提供対象外

いただいた声
避難情報の機能付加はとても良い取組みであると思うので積極的にPRすべき。
原子力災害情報などが分かるようなシステムに改修していくと素晴らしい。
価値を高めるため住民からどのような情報が必要かを聴取・調査すべき。

検討した点

①知っていただくための取り組み（ダウンロードをしていただくための方策を検討）
・訪問活動など対面での紹介の他、媒体を活用し広く認知向上を図る。

②次につなげる取り組み
・原子力災害情報提供は、システム改修が課題になることから継続検討させていただくこととした。
今後も、訪問活動時などで、必要に応じ操作デモを交えながらご紹介し、操作の感想やご意見を
拝聴して改善に繋げる。

具体的な活動

ニュースアトム７月号、東京電力通信８号で
「TEPCO速報」アプリをご案内
新聞広告掲載
掲載紙：新潟日報
掲載日：2019年 9月 1日, 7日

11月16日,23日
Youtube動画広告でアプリを紹介
掲載先：Youtube動画広告

（女性20～40代を対象に表示）
掲載期間：2019年8月30日～11月30日（予定）
引き続き、訪問時などでアプリを紹介し、ご意見を傾聴

TEPCO速報の「雷雲情報」通知機能を使った
親子の家族愛を描くWeb動画

Youtube
動画広告

似てない父娘篇
～あなたが見守りたい人は誰ですか？

■TEPCO速報のご紹介
ご登録いただいた地域での停電・雨雲・雷雲・地震情報などをプッシュ通知でお知らせします。※１
2019年3月にリリースした「災害時マップ」では、周辺の避難施設や、避難施設へのルート検索が可能です。
また、指定した避難施設の標高が表示されるので、津波や土砂災害の危険が発生した際に役立ちます。

※1：当アプリの情報提供可能な地域は、栃木県・群馬県・茨城県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・山梨県・静岡県・福島県・
新潟県です。但し、停電情報に関しては、福島県・新潟県・静岡県の富士川以西は提供対象外です。

【雨雲・雷雲情報】 【地震情報】 【災害時マップ】
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方針１．汚染源を取り除く

方針２．汚染源に水を近づけない

方針３．汚染水を漏らさない

③地下水バイパスによる地下水汲み上げ

④建屋近傍の井戸での地下水汲み上げ

⑤凍土方式の陸側遮水壁の設置

⑥雨水の土壌浸透を抑える敷地舗装

⑦水ガラスによる地盤改良

⑧海側遮水壁の設置

⑨タンクの増設（溶接型へのリプレイス等）

（注３）配管などが入った地下トンネル。

①多核種除去設備等による汚染水浄化

②トレンチ(注３)内の汚染水除去

廃炉・汚染水対策の概要 ２０１９年１０月３１日
廃炉・汚染水対策チーム会合／事務局会議

1/8

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

「汚染水対策」の３つの基本方針と主な作業項目

～汚染水対策は、下記の３つの基本方針に基づき進めています～
多核種除去設備（ALPS）等

• タンク内の汚染水から放射性物質を除去しリスクを低
減させます。

• 多核種除去設備に加え、東京電力による多核種除去設
備の増設（2014年９月から処理開始）、国の補助事
業としての高性能多核種除去設備の設置（2014年
10月から処理開始）により、汚染水（RO濃縮塩水）
の処理を2015年5月に完了しました。

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水
について、多核種除去設備での処理を進めています。 (高性能多核種除去設備)

フランジ型タンクから溶接型タンクへのリプレース

（注１）事故により溶け落ちた燃料。

２０１４年１２月２２日に４号機使用済燃料プールからの燃料取り出しが完了し、２０１９年４月１５日より３号機使用済燃料プールからの
燃料取り出しを進めています。作業にあたっては、周辺環境のダスト濃度を監視しながら安全第一で進めます。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。 2号機使用済燃料プールからの燃料取り出しに向け

ては、2018年11月～2019年2月のオペフロ内
調査の結果を踏まえ、建屋上部を全面解体する工
法から建屋南側に小規模開口を設置し、ブーム型
クレーンを用いる工法へ変更することとしました。
今後、変更した工法の詳細設計及び燃料取り出し
工程の精査を行います。
＜参考＞これまでの経緯
当初、既設天井クレーン・燃料交換機の復旧を検討していたが、
オペフロ内の線量が高いことから2015年11月に建屋上部解体
が必要と判断しました。2018年11月～2019年2月のオペフ
ロ内調査の結果、限定的な作業であれば、実施できる見通しが
得られたことから、建屋南側からアクセスする工法の検討を進
めてきました。

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

燃料デブリ
取り出し

原子炉施設の解体等

保管／搬出燃料取り出し
燃料取り出し
設備の設置

ガレキ撤去、
除染

保管／搬出
燃料デブリ
取り出し

解体等
設備の設計
・製作

シナリオ
・技術の検討

１、２号機 ３号機 ４号機

１号機：燃料取り出し開始 2023年度目処
２号機：燃料取り出し開始 2023年度目処
３号機：燃料取り出し開始 2018年度中頃※

４号機：燃料取り出し完了 2014年

原子炉格納容器内の状況把握／
燃料デブリ取り出し工法の検討等

（注２）

１～３号機

2019年度

初号機の燃料デブリ
取り出し方法の確定

（注２）

燃料取り出し概要図(鳥瞰図)

使用済燃料プールからの燃料取り出し

2019年4月15日より燃料
取り出しを開始。

※

重層的な対策による汚染水発生の抑制

• 重層的な建屋への流入対策を講じ、建屋への雨水・地下水等流入を抑制します。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位は低位
で安定的に管理されています。また、建屋屋根の破損部の補修や構内のフェーシング
等により、降雨時の汚染水発生量の増加も抑制傾向となっています。

陸側遮水壁
内側

陸側遮水壁
外側

• フランジ型タンクから、より信頼性の高い溶接型タンク
へのリプレースを進めています。

• フランジ型タンク内のストロンチウム処理水を浄化処理
し、溶接型タンクへの移送を2018年11月に完了しまし
た。また、ALPS処理水については、2019年3月に溶接
型タンクへの移送が完了しました。 (溶接型タンク設置状況)

• これにより、汚染水発生量は、約470m3/日（2014
年度）から約170m3/日（2018年度）まで低減して
います。

• 引き続き、陸側遮水壁の確実な運用により１-４号機
建屋周辺の地下水位を低位に維持するとともに、建屋
屋根破損部の補修やフェーシング等の雨水流入対策を
継続し、汚染水発生量の更なる低減を図ります。
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⑨タンク設置エリア

⑥土壌浸透を抑え
る敷地舗装

③地下水バイパス

④建屋近傍の井戸
（サブドレン）

⑤陸側遮水壁

②トレンチ内高濃
度汚染水除去

⑧海側遮水壁

⑦地盤改良

提供：日本スペースイメージング（株）
Product(C)[2019] DigitalGlobe, Inc.【2018年】
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安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月、約25℃～約35℃※１で推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく※２、総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

※１ 号機や温度計の位置により多少異なります。
※２ １～４号機原子炉建屋からの放出による被ばく線量への影響は、20１９年９月の評価では敷地境界で年間0.00023ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満です。

なお、自然放射線による被ばく線量は年間約2.1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ (日本平均)です。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取り組みの状況

4号機

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料
デブリ

建
屋
カ
バ
ー
鉄
骨

使用済燃料
プール(SFP)

原子炉建屋(R/B)

注水

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
（閉止完了）

2号機

ペ
デ
ス
タ
ル

3号機

前室

防風
フェンス

オペレーティングフロア
（オペフロ）
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注水

392体 615体

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31

凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

＊2：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む

燃料取り出し用カバー

取り出し完了燃料（体）

1535/1535*2
（2014/12/22燃料取り出し完了）

1号機

注水

ドーム屋根

燃料取扱機
クレーン

FHM
ガーダ遮へい体

取り出し完了燃料（体）＊1

28/566
（2019/7/21時点）

１／２号機排気筒３ブロック目の解体を完了

＊1：共用プールのラックに
貯蔵した燃料

1/2号機排気筒の解体作業は、10月7日から3ブロッ
ク目の解体を開始し、22日に完了しました。2ブロッ
ク目で得られた知見を作業手順へ反映したことにより、
概ね計画通りに切断作業を進めることができました。

１号機使用済燃料プール内の状況を確認

１号機原子炉注水停止試験を実施

３号機燃料取り出し
再開に向けて

１号機アクセスルート構築に向け、
仮設ダストモニタの設置を開始

２号機小規模開口部からのアクセス工法を選択
２号機燃料取り出しの工法については、2018年11月～2019年2月に実施した

オペフロ内調査の結果を踏まえ、建屋南側からアクセスする工法も含めた検討を進
めてきました。

1号機燃料取り出しに向けて、使用済燃料プール
の養生のための干渉物調査を9月27日に行い、養生
設置の計画に支障となる干渉物がないことを確認し
ました。
また、燃料ラック上に、3号

機で確認されたコンクリートブ
ロックの様な重量物がないこと、
パネル状や棒状のガレキが燃料
ラック上に点在している事を確
認しました。
今後、得られた結果と3、4

号機での経験も踏まえ、作業計
画の検討を進めます。

台風１９号による大きな被害はなし

検討の結果、ダスト管理や作業被ばく
の低減などの観点から、建屋南側に小規
模開口を設置しアクセスする工法を選択
しました（従来は建屋上部を全面解体す
る工法）。今後、詳細設計を進め、今年
度内を目標に燃料取り出し工程の精査を
行います。

なお、1号機についても、ウェルプラ
グ調査や南側ガレキ調査の結果を踏まえ、
燃料取り出し工法の見直しも含め検討を
進めます。

3号機燃料取り出し再開に向け、
9月に確認されたテンシルトラス
及びマストの旋回不良事象の対応
として部品の交換・動作確認を行
い、問題無いことを確認しました。

その後、準備作業中にマニピュ
レータの動作不良及びマストワイ
ヤロープ潰れ事象を新たに確認し
ました。現在、原因調査及び対策
の検討を進めています。

ガレキ撤去作業を先行で進め、
2020年度末の燃料取り出し完了
を目指します。

緊急時対応手順の適正化などを図ることを
目的に、１号機で一時的に原子炉注水を停止
する試験を行いました。（停止期間：10月
15日～10月17日（約49時間）、試験は1
0月31日まで実施予定）
原子炉への注水停止期間中において、原子

炉圧力容器の底部温度は0.2℃程度、原子炉
格納容器温度は0.6℃程度の上昇であり、概
ね想定の範囲内の変動となりました。また、
その他パラメータ等に異常がないことを確認
しました。今後、得られた結果と予測との差
異等の評価を行う計画です。

3ブロック目の検証作業を
行い、10月27日より4ブ
ロック目の解体に着手してい
ます。本作業では、これまで
の筒身に加えて、新たに支持
鉄塔の切断を行います。11
月初旬の4ブロック目の切断
完了を目標に作業を進めます。

パネル状ガレキ

鉄骨状ガレキ

棒状ガレキ

キャスク
ピット

燃料ラック

燃料ラック上の状況

1号機アクセスルート構築作業時のダス
ト濃度監視をより充実させるため、既設の
オペフロダストモニタに加え、原子炉格納
容器ヘッド近傍への作業監視用ダストモニ
タの設置を10月25日から開始しました。
設置後は、当該箇所を含めたダスト濃度

データを拡充し、周辺環境への影響を考慮
した上で、作業時の管理方法の適正化を検
討します。併せて切削作業におけるダスト
低減対策も検討を進めます。

燃料取出し用構台及び燃料取扱設備概念図

搬出入口

燃料取扱設備

既設天井
クレーン

既設燃料
交換機

前室

構台

基礎

3ブロック目吊り下し状況

台風19号の接近に備え、予めサブドレン水位と滞留水との水位
差を拡大するとともに、土嚢の設置や大型クレーンのブーム伏せ等
を行いました。その結果、敷地内の一部法面に崩落が確認されまし
たが、汚染水の漏えいや主要設備に影響を与える被害はありません
でした。今回の豪雨（約270mm/週）により、
約590m3/日の汚染水が発生しましたが、これまでの対策により、
至近で同程度の豪雨（約280mm/週）における汚染水発生量
（約1,210m3/日）に比べて大きく低減させることができました。
また、10月25日の大雨時には、床面露出エリアの一部において

滞留水水位が上昇し、運用上必要なサブドレン水位との水位差を確
保できていない可能性があることを確認したものの、サブドレンの
水質分析の結果、有意な変動はありませんでした。
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方針１．汚染源を取り除く

方針２．汚染源に水を近づけない

方針３．汚染水を漏らさない

③地下水バイパスによる地下水汲み上げ

④建屋近傍の井戸での地下水汲み上げ

⑤凍土方式の陸側遮水壁の設置

⑥雨水の土壌浸透を抑える敷地舗装

⑦水ガラスによる地盤改良

⑧海側遮水壁の設置

⑨タンクの増設（溶接型へのリプレイス等）

（注３）配管などが入った地下トンネル。

①多核種除去設備等による汚染水浄化

②トレンチ(注３)内の汚染水除去

廃炉・汚染水対策の概要 ２０１９年１１月２８日
廃炉・汚染水対策チーム会合／事務局会議

1/8

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

「汚染水対策」の３つの基本方針と主な作業項目

～汚染水対策は、下記の３つの基本方針に基づき進めています～
多核種除去設備（ALPS）等

• タンク内の汚染水から放射性物質を除去しリスクを低
減させます。

• 多核種除去設備に加え、東京電力による多核種除去設
備の増設（2014年９月から処理開始）、国の補助事
業としての高性能多核種除去設備の設置（2014年
10月から処理開始）により、汚染水（RO濃縮塩水）
の処理を2015年5月に完了しました。

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水
について、多核種除去設備での処理を進めています。 (高性能多核種除去設備)

フランジ型タンクから溶接型タンクへのリプレース

（注１）事故により溶け落ちた燃料。

２０１４年１２月２２日に４号機使用済燃料プールからの燃料取り出しが完了し、２０１９年４月１５日より３号機使用済燃料プールからの
燃料取り出しを進めています。作業にあたっては、周辺環境のダスト濃度を監視しながら安全第一で進めます。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。 2号機使用済燃料プールからの燃料取り出しに向け

ては、2018年11月～2019年2月のオペフロ内
調査の結果を踏まえ、建屋上部を全面解体する工
法から建屋南側に小規模開口を設置し、ブーム型
クレーンを用いる工法へ変更することとしました。
今後、変更した工法の詳細設計及び燃料取り出し
工程の精査を行います。
＜参考＞これまでの経緯
当初、既設天井クレーン・燃料交換機の復旧を検討していたが、
オペフロ内の線量が高いことから2015年11月に建屋上部解体
が必要と判断しました。2018年11月～2019年2月のオペフ
ロ内調査の結果、限定的な作業であれば、実施できる見通しが
得られたことから、建屋南側からアクセスする工法の検討を進
めてきました。

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

燃料デブリ
取り出し

原子炉施設の解体等

保管／搬出燃料取り出し
燃料取り出し
設備の設置

ガレキ撤去、
除染

保管／搬出
燃料デブリ
取り出し

解体等
設備の設計
・製作

シナリオ
・技術の検討

１、２号機 ３号機 ４号機

１号機：燃料取り出し開始 2023年度目処
２号機：燃料取り出し開始 2023年度目処
３号機：燃料取り出し開始 2018年度中頃※

４号機：燃料取り出し完了 2014年

原子炉格納容器内の状況把握／
燃料デブリ取り出し工法の検討等

（注２）

１～３号機

2019年度

初号機の燃料デブリ
取り出し方法の確定

（注２）

燃料取り出し概要図(鳥瞰図)

使用済燃料プールからの燃料取り出し

2019年4月15日より燃料
取り出しを開始。

※

重層的な対策による汚染水発生の抑制

• 重層的な建屋への流入対策を講じ、建屋への雨水・地下水等流入を抑制します。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位は低位
で安定的に管理されています。また、建屋屋根の破損部の補修や構内のフェーシング
等により、降雨時の汚染水発生量の増加も抑制傾向となっています。

陸側遮水壁
内側

陸側遮水壁
外側

• フランジ型タンクから、より信頼性の高い溶接型タンク
へのリプレースを進めています。

• フランジ型タンク内のストロンチウム処理水を浄化処理
し、溶接型タンクへの移送を2018年11月に完了しまし
た。また、ALPS処理水については、2019年3月に溶接
型タンクへの移送が完了しました。 (溶接型タンク設置状況)

• これにより、汚染水発生量は、約470m3/日（2014
年度）から約170m3/日（2018年度）まで低減して
います。

• 引き続き、陸側遮水壁の確実な運用により１-４号機
建屋周辺の地下水位を低位に維持するとともに、建屋
屋根破損部の補修やフェーシング等の雨水流入対策を
継続し、汚染水発生量の更なる低減を図ります。

1 2 43
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提供：日本スペースイメージング（株）
Product(C)[2019] DigitalGlobe, Inc.【2018年】
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安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月、約20℃～約30℃※１で推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく※２、総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

※１ 号機や温度計の位置により多少異なります。
※２ １～４号機原子炉建屋からの放出による被ばく線量への影響は、20１９年１０月の評価では敷地境界で年間0.00009ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満です。

なお、自然放射線による被ばく線量は年間約2.1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ (日本平均)です。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取り組みの状況

4号機

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料
デブリ

建
屋
カ
バ
ー
鉄
骨

使用済燃料
プール(SFP)

原子炉建屋(R/B)

注水

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
（閉止完了）

2号機

ペ
デ
ス
タ
ル

3号機

前室

防風
フェンス

オペレーティングフロア
（オペフロ）

2/8

注水

392体 615体

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31

凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

＊2：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む

燃料取り出し用カバー

取り出し完了燃料（体）

1535/1535*2
（2014/12/22燃料取り出し完了）

1号機

注水

ドーム屋根

燃料取扱機
クレーン

FHM
ガーダ遮へい体

取り出し完了燃料（体）＊1

28/566
（2019/7/21時点）

１／２号機排気筒４ブロック目の
解体作業を実施中

＊1：共用プールのラックに
貯蔵した燃料

1/2号機排気筒の解体作業は、10月27
日から4ブロック目の解体を進めています。

4ブロック目解体後には、作業干渉によ

１号機燃料取り出しに向けて、大型カバー先行設置案を検討

３号機使用済燃料プールのガレキ撤去
進捗により燃料ハンドル状態を確認

1号機燃料取り出しに向けて、これまでに南側の崩落屋根下の状況や原子炉ウ
ェルプラグの汚染状況などの調査を進めてきました。
これらの調査結果より、今後、崩落した天井クレーン等の撤去作業を進めてい

くためには、ダスト飛散に留意したより慎重な作業が求められることから、これ
まで検討してきた燃料取り出し案に加え、より安全・安心の観点からガレキ撤去
作業よりも先に原子炉建屋を覆う大型カバーを設置し、カバー内でガレキ撤去を
行う案も含めた検討を進めています。

工法 現行案 大型カバー先行設置案

イメージ

大型カバー

クレーン

燃料取扱機

ガレキ撤去用
天井クレーンクレーン

燃料取扱機

燃料取り出し用
カバー

雨養生カバー

プロセス主建屋最地下階にある
ゼオライト土嚢の影響評価を実施

原子炉格納容器内部調査に向けた
アクセスルート構築作業を再開
1号機アクセスルート構築作業時のダス

ト濃度監視をより充実させるため、11月
7日に原子炉格納容器上蓋近傍に作業監視
用ダストモニタを設置しました。

11月25日から実績のある切削時間で作
業を再開し、当該モニタを含めた更なる
データ拡充を行いました。この結果を踏ま
え、周辺環境への影響を考慮した上で作業
時の管理方法適正化を検討します。併せて、
ダスト低減策についても検討を進めます。

１号機原子炉格納容器上蓋の状況を確認

変形なし

変形あり

確認されたハンドル変形燃料

3号機燃料取り出しに向けて、9月2日より使用済燃料プ
ール内のガレキ撤去を再開しており、この進捗によりプール
内燃料のハンドル状態を確認しました（286体/566体）。

り、一時的に停止して
いたサブドレンの復旧
を行う計画です。この
作業と並行して、これ
までの作業の振り返り
を行い、より安全に作
業ができる様、作業改
善に努めます。

この中で、過去に確認された分も
含め、合計12体のハンドル変形燃
料を確認していますが、プールの水
質等に変動はなく、環境への影響は
ないものと評価しています。
引き続き、10月に確認された不

具合対応を進め、2020年度末の燃
料取り出し完了を目指します。

１号機原子炉格納容器内部調査に向けた、アクセスルート構築作業時のダスト濃度監
視をより充実させるため、原子炉格納容器上蓋近傍に作業監視用ダストモニタを設置し
ました。その際に、状況確認のため挿入したカメラを活用し、原子炉格納容器上蓋の状
況を確認しました。取得した映像から、原子炉格納容器上蓋やそのフランジ部に著しい
損傷や大きな変形は確認されませんでした。

手摺り

PCV上蓋の状況
PCVフランジの状況

PCV上蓋

ボルト

フランジ部拡大

PCV上蓋

フランジ部
PCV胴部

ボルト

ガレキ撤去等

燃料取出し用
カバー設置

燃料取扱設備設置

ガレキ撤去等

大型カバー設置

燃料取扱設備設置

プロセス主建屋最地下階のゼオライト土嚢について、9月に実
施した調査結果を用い、床面露出時の線量影響評価を行いました。
その結果、周辺の敷地境界線量は、通常時の線量率に加え10-4

mSv/年程度の上昇であり、ほとんど影響はないものの、建屋１
階開口部では、現在の線量に加え14mSv/h上昇する可能性があ
ることを確認しました。今後、2020年1月にゼオライトのサン
プリングを行う計画です。
また、12月には、高温焼却炉建屋の調査も行い、同様に影響

評価を行います。
こうした調査の結果等を踏まえ、これら建屋のゼオライト土嚢

の安定的な管理方法の検討を進めます。斜材切断状況
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主な取り組みの配置図

3/8

６
号

５
号

敷地境界

MP-1

MP-2

MP-4

※モニタリングポスト（MP-1～MP-8）のデータ

敷地境界周辺の空間線量率を測定しているモニタリングポスト(MP)のデータ（10分値）は0.397μSv/h～ 1.318μSv/h（2019/10/30 ～ 2019/11/26 ）。
MP-2～MP-8については、空間線量率の変動をより正確に測定することを目的に、2012/2/10～4/18に、環境改善（森林の伐採、表土の除去、遮へい壁の設置）の工事を実施しました。
環境改善工事により、発電所敷地内と比較して、MP周辺の空間線量率だけが低くなっています。
MP-6については、さらなる森林伐採等を実施した結果、遮へい壁外側の空間線量率が大幅に低減したことから、2013/７/10～７/11にかけて遮へい壁を撤去しました。

MP-6

提供：日本スペースイメージング（株）2018.6.14撮影
Product(C)[2018] DigitalGlobe, Inc.

MP-3

MP-5

MP-7

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

３号機使用済燃料プールのガレキ撤去
進捗により燃料ハンドル状態を確認１／２号機排気筒４ブロック目の

解体作業を実施中

１号機燃料取り出しに向けて、
大型カバー先行設置案を検討

プロセス主建屋最地下階にある
ゼオライト土嚢の影響評価を実施

１号機原子炉格納容器上蓋の状況を確認

原子炉格納容器内部調査に向けた
アクセスルート構築作業を再開
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